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② 土地利用に関する状況 

1)岐阜市の人口集中地区の面積と人口密度の関係 

昭和 35 年、人口集中地区（ＤＩＤ）面積は

1,590ha、ＤＩＤ内の人口密度は 128.0 人／ha

となっており、高密度な市街地が形成されて

いた。その後、ＤＩＤ面積は増加、人口密度

は減少傾向が続き、平成 17 年はＤＩＤ面積が

5,437ha、人口密度が 53.7 人／ha となってい

る。 

平成 17 年を昭和 35 年と比較すると、ＤＩ

Ｄ面積は約 3 倍となっているのに対し、人口

密度は半分以下の水準まで下落しており、Ｄ

ＩＤ内の低密度化が進展している。 

低密度市街地の拡大により、都市運営コストの増大、基盤整備の非効率化な

どが懸念され、これらに対応し、集約型都市構造への再編や、そのための中心

市街地の整備が求められる。 

2)中心市街地の地価公示の推移 

中心市街地の地価は全体的には下落傾向

が続いているが、岐阜駅周辺については市街

地再開発の進展等により一時期上昇に転じ

た後、再び下落に転じている。なお、市内最

高価格は、かつては柳ケ瀬であったが、平成

に入ってからは岐阜駅周辺に移っている。 

岐阜市の税収は、その約 55％が固定資産税

および都市計画税であり、地価の影響を受け

る構造となっている。柳ケ瀬の停滞に起因す

る地価の下落は、健全な財政を維持する上で

も問題となる。 

③ 都市福利施設・公共公益施設の整備に関する状況 

中心市街地内の公共

公益施設は、ＪＲ岐阜駅

高架下の施設が建設さ

れる前は、岐阜市文化セ

ンターのみであり、中心

市街地外での公共公益

施設建設が続いたが、最

近はＪＲ高架下の活用

【地価公示価格】

【ＤＩＤ変遷図】

資料：総務省「国勢調査」 

ＪＲ岐阜駅

1970 年（ S45 ）人口集中地区

2005 年 （H17 ）人口集中地区

柳ケ瀬地区
柳ヶ瀬通

対前年
上昇率

１丁目４
（石神会館）

対前年
上昇率

（円／㎡） （％） （円／㎡） （％）
昭和58年 ※ 1,350,000 － 1,440,000 －
昭和63年 ※ 2,190,000 － 2,370,000 －
平成5年 ※ 4,480,000 － 4,280,000 －
平成10年 ※ 1,660,000 － 1,430,000 －
平成11年 ※ 1,380,000 △ 16.9 1,200,000 △ 16.1
平成12年 ※ 1,110,000 △ 19.6 950,000 △ 20.8
平成13年 ※ 920,000 △ 17.1 768,000 △ 19.2
平成14年 ※ 770,000 △ 16.3 605,000 △ 21.2
平成15年 ※ 663,000 △ 13.9 500,000 △ 17.4
平成16年 ※ 576,000 △ 13.1 419,000 △ 16.2
平成17年 ※ 525,000 △ 8.9 365,000 △ 12.9
平成18年 ※ 485,000 △ 7.6 322,000 △ 11.8
平成19年 568,000 － 296,000 △ 8.1
平成20年 603,000 6.2 290,000 △ 2.0
平成21年 603,000 0.0 278,000 △ 4.1
平成22年 583,000 △ 3.3 255,000 △ 8.3
平成23年 560,000 △ 3.9 240,000 △ 5.9
同地点
最高価格

5,300,000 - 5,200,000 -

同地点
最高価格年

H3.H4 - H3.H4 -

資料：国土交通省「地価公示」
※ 岐阜駅周辺地区は平成19年に調査地点が変更されている。
　　平成18年度以前は神田町９丁目１５（トリタビル）

５丁目１７
（大岐阜ビル）

岐阜駅周辺地区
吉野町

【中心市街地の主な公共施設】
 施設名 施設内容 (特徴的な施設についてのみ)

岐阜市文化センター 小劇場、展示場、スタジオ、催し広場、会議室ほか 180,457
岐阜市文化産業交流センター (じゅうろくプラザ) 127,289

ハートフルスクエアーＧ(JR高架下) 生涯学習拠点施設(研修室、音楽スタジオほか) 207,218
岐阜市体育ルーム(JR高架下) 多目的体育館、柔剣道場、空手道場ほか 75,850
岐阜市立図書館分館(JR高架下) ※ 177,530
岐阜市図書館本館 ※ 51,409
岐阜市民会館 大ホール、展示ギャラリー、集会室 150,946
ドリームシアター岐阜 青少年文化活動施設 61,252
市役所 本庁舎・南庁舎 ―
岐阜総合庁舎 県振興事務所、建築事務所、土木事務所ほか ―
岐阜地方裁判所 ―
岐阜地方検察庁 ―
岐阜中警察署 ―
岐阜市消防本部 ―
資料：岐阜市調べ ※図書館については貸出利用者数

 H22利用者数
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資料：総務省「住宅・土地統計調査（岐阜市再集計）」
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10 1 ,630

177 ,310

69 ,180

など中心市街地内において公共公益施設が建設されている。 

岐阜駅周辺地区に位置する旧ぱるるプラザ岐阜は、平成 19 年度に、岐阜市文

化産業交流センターとして生まれ変わり、その後にじゅうろくプラザと名称変

更し岐阜駅周辺地区における地域の文化交流活動の支援や周辺に立地する産業

の活動支援の場となっている。 

また、柳ケ瀬の北側には、市役所、岐阜県総合庁舎や岐阜市立図書館などが

集積し、中心部の居住者の暮らしを支え、市民へのサービスを提供している。 

＜分布図はＰ150 参照＞ 

④ まちなか居住に関する状況 

1)岐阜市及び中心部(都心 11 地区)の建て方別住宅数及び空き家数の推移 

一般に、主な空き家は、築年次や設備・家賃に魅力の無い物件や、取り壊し

のため入居者が退去するまで待機している物件などが想定される。 

岐阜市全体では、住宅総数が増える中で、空き家軒数が増加しているが、空

き家率は減少に転じている。特に、共同住宅は高い空き家率を示すが、その数

値は減少に転じた。 

一方で中心部を見ると、住宅総数が減少している中で空き家軒数、空き家率

とも減少に転じている。 

特に共同住宅については、居住戸数の増大があるとともに空き家件数と空き

家率の減少が見られる。このことから中心部の共同住宅については、新たな需

要が増大していることがうかがえる。 

2)マンション立地の全市的動向 

 岐阜市全体ではこれまでに7,718戸の分譲マンションが供給されている｡これを

地域別に見ると中心部の 11 地区で全体の 41.8%にあたる 3,229 戸が供給されてい

る｡ 

 次に地区別の供給戸数が400戸以上の地区をみると､華陽､木之本､茜部､早田､三

里､梅林の順となり､上位 1､2位と 6位の 3地区が中心部の地区である｡年次別に見

ると平成 4～13 年に建設されたものが 3,532 戸と最も多く､直近の平成 14 年以降

資料：総務省「住宅・土地統計調査（岐阜市再集計）」
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37 ,390

20 ,640

15 ,520

資料：総務省「住宅・土地統計調査（岐阜市再集計）」

(注)旧柳津町は除く

資料：総務省「住宅・土地統計調査（岐阜市再集計）」

【住宅数及び空き家率の推移(中心部[都心 11地区])】【住宅数及び空き家率の推移(岐阜市全体)】
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5)柳ケ瀬地区来街者数の推移 

平成 4年から平成 22 年にかけて、柳ケ瀬地区の来街者数は、一時的に増加し

た時もあるが、18 年の間に、平日は約 46％、休日は約 25％に減少している。こ

のような事態を改善し、柳ケ瀬を魅力と活気のある空間としていくには、新た

な魅力づくり、多様な主体による力の結集が課題となる。 

【柳ケ瀬地区来街者数の推移】 

6)岐阜市及び周辺市町の大型店舗立地状況 

岐阜市全域で唯一の百貨店となった岐阜髙島屋は、平成 17 年 10 月に増床リ

ニューアルオープンし、売上高が前年同月比を軒並み上回るなど活況を呈して

いる。 

一方、周辺市町では、平成 18 年 4 月にオープンした日本最大級の規模を誇る

「モレラ岐阜」、平成 19 年 7 月には、イオン各務原ショッピングセンターなど

店舗面積数万㎡の規模を有する大型ショッピングセンターが相次いで開業して

いる。 ＜図はＰ152 参照＞ 

7)柳ケ瀬地区の空き店舗数の推移 

平成 11 年から平成 21 年にかけて、

空き店舗数は約 2.4 倍に増加している

が、平成 16 年から平成 21 年にかけて

は、大幅な増減は見られず、平成 22

年には、10 軒の減少を見ている。これ

は、空き店舗対策が効果を表したこと

を示している。 

【中心市街地の地域別１地点当たり平均歩行者通行量指数［昭和 57年（柳ケ瀬）=100］】

資料：岐阜市「歩行者通行量調査」

（注）歩行者通行

量調査は2年

に１回、毎回

7 月末に実施

している。 

【柳ケ瀬地区の空き店舗数】
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資料：岐阜市商工観光部調べ

(店)

平成4年 6年 8年 10年 12年 14年 16年 18年 20年 22年
平日 （人） 29,314 27,810 21,426 26,764 22,316 17,440 18,386 16,986 15,836 13,446
休日 （人） 48,030 43,762 32,894 30,718 25,178 21,718 16,456 15,944 15,204 11,926

資料：岐阜市「歩行者通行量調査」
（注1）平日、休日とも、10:00～19:00の通行量合計値である。
（注2）柳ケ瀬地区外縁の大通と柳ケ瀬地区内の街路の交差部にある調査地点において、地区内へ流入する
通行量を集計したものである。

（休日10:00～19:00）
S57 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22

柳ヶ瀬 100 83 84 75 84 71 59 55 40 33 25 24 21 17
神田町 82 64 73 59 75 64 54 42 36 33 22 21 20 14
玉宮町 23 18 28 23 36 25 23 25 26 30 18 16 15 13
名鉄岐阜 125 97 113 91 101 89 77 63 57 45 31 28 23 23
Ｊ　Ｒ 35 28 36 29 37 33 29 31 38 33 30 25 23 20
全　域 87 71 76 66 76 64 54 48 40 34 26 24 21 18
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S57 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22

柳ヶ瀬 100 90 93 91 81 72 59 71 60 44 45 43 36 32
神田町 91 83 94 92 77 79 62 72 61 50 50 48 37 37
玉宮町 37 31 47 44 47 44 36 48 39 38 35 32 29 28
名鉄岐阜 150 134 157 128 118 122 99 112 103 69 69 66 54 58
Ｊ　Ｒ 54 48 71 57 60 58 46 59 61 54 61 50 45 42
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⑥公共交通等移動手段に関する状況 

1)岐阜市中心部の代表交通手段トリップ数割合 

平成 3年から平成 13 年における、市内の交通手段別トリップ数割合は、鉄道

で 0.4％、バスでは 1.7％減少した。代表交通手段のうち公共交通利用は 7.7％

となっている。 

また、中心部の交通手段別トリップ数は、バスで 1.1％減少したが、鉄道では

0.7％増加した。代表交通手段のうち公共交通利用は 15.5％であった。 

このように、中心部の方が、市内の他地域に比べて公共交通利用や、自転車、

徒歩の割合が大きく、公共交通の利便性や諸機能やサービスが集積していると

ころほど、公共交通の利用割合も多くなることが見てとれる。 

2)乗合バス路線の系統及び区間便数 

乗合バスは、ＪＲ岐阜駅及び名鉄岐阜駅の周辺から 2,000 本/日以上運行して

おり、中心市街地の南北方向、中でも、長良橋通りの運行本数が一番多い。市

内のバス路線は、ＪＲ岐阜駅、名鉄岐阜駅を中心に放射状に伸び、周辺市町と

の移動の重要な交通手段となっている。 

柳バスは、中心市街地内を 2台のバスが 10:30 から 19:00 の間 15 分間隔で毎

日運行（1 周約 21 分）している。柳ケ瀬から岐阜駅周辺まで、ワンコイン(100

円)と利用しやすい運賃の設定がされており、日常生活の移動手段として気軽に

利用されている。 

3)乗合バスの平均乗車人員 

(乗合バス) 

平成 11 年から平成 21 年における、一日平均乗車人員は減少傾向にあり、公

共交通の利用促進策を進めることが求められている。 

(柳バス) 

平成 15 年から平成 21 年の間で利用者数は増加傾向が見られたが、平成 22 年

に初めてわずかな減少に転じた。 
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資料：中京都市圏パーソントリップ調査 

【市内の代表交通手段別トリップ数割合】 
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資料：中京都市圏パーソントリップ調査 

【中心部の代表交通手段別トリップ数割合】 
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［３］中心市街地要件に適合していることの説明 

要 件 説 明 

第 1号要件 

当該市街地に、相当

数の小売商業者が集

積し、及び都市機能が

相当程度集積してお

り、その存在している

市町村の中心として

の役割を果たしてい

る市街地であること 

中心市街地 170ha は、面積としては市内宅地(工業用地除

く)4,926ha（平成 20 年版岐阜市統計書）の約 3％であるが、以下

の集積があり、いずれも岐阜市内で最も高い集積度となっている。

○ 小売業が集積 

・岐阜市の小売業のうち、約 18％の店舗が集積し、約 12％の従業

員が働き、約 12％の年間販売額を有している。 

  【小売業の状況】 

 中心市街地 

(A) 

岐阜市 

(B) 

対市割合 

(A/B) 

店舗数 775 店 4,249 店 18.2％

従業者数 3,213 人 26,859 人 12.0％

年間販売額 546.7 億円 4,594.7 億円 11.9％

（資料：経済産業省「商業統計書」平成 19年） 

○ 事業所が集積 

・岐阜市の事業所のうち、約 16％の事業所が集積し、約 15％の従

業員が働いている。 

  【事業所の状況】 

 中心市街地 

(A) 

岐阜市 

(B) 

対市割合 

(A/B) 

事業所数 3,806 事業所 24,250 事業所 15.7％

従業者数 31,615 人 205,721 人 15.4％

（資料：総務省「経済センサス」平成 21 年）

○ 都市機能の集積 

・都市機能の集積状況を見ると、岐阜駅周辺には、文化活動の拠

点「岐阜市文化センター」、生涯学習の拠点「ハートフルスクエ

アーＧ」、その他「岐阜市体育ルーム」や「岐阜市立図書館分館」

が立地し、これら 4つの施設で合わせて年間約 80 万人の利用者

がある。 

・岐大跡地周辺には、市役所、図書館本館、岐阜総合庁舎、裁判

所、岐阜市民会館、ドリームシアター岐阜（青少年文化活動施

設）等の公共公益施設が立地している。 

・このように、計画区域には、岐阜市唯一、あるいは岐阜市を代

表する公共公益施設が集積し、都市機能においても岐阜市の中

心としての役割を果たしている。 

＜公共公益施設の分布状況はＰ150 参照＞ 
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○ 岐阜地域広域市町村圏ほぼ全域を商圏とする都市 

・岐阜地域広域市町村圏（岐阜市及び周辺市町）において、岐阜

市は周辺市町から購買客を吸収し、広域商圏を形成している。 

・買回品（紳士服、婦人服、電気製品、スポーツ・レジャー用品、

靴）については、圏域全てが岐阜市の商圏に属し、8 の市町は

一次商圏に属している。 

・準買回品（下着、化粧品）についても、圏域全てが岐阜市の商

圏に属している。 

・最寄品（台所用品、日常食料品）については、9 の市町が商圏

に属している。 

・贈答品については、圏域全てが岐阜市の商圏に属し、6 の市町

は一次商圏に属している。 

【買回品の購買先が岐阜市】 （単位：％） 【準買回品の購買先が岐阜市】 （単位：％）
市町名 購買先 商圏 市町名 購買先 商圏

1 旧岐阜市 (岐阜市) 74.3 1 旧岐阜市 (岐阜市) 77.3 一次商圏
2 山県市 61.8 2 山県市 27.7
3 旧本巣町 (本巣市) 44.0 3 旧本巣町 (本巣市) 23.1
4 旧穂積町 (瑞穂市) 35.3 4 旧根尾村 (本巣市) 19.9
5 北方町 33.5 5 岐南町 18.3
6 岐南町 31.8 6 旧穂積町 (瑞穂市) 15.6
7 旧柳津町 (岐阜市) 31.4 7 笠松町 14.6
8 旧根尾村 (本巣市) 31.1 8 北方町 14.5
9 旧糸貫町 (本巣市) 28.7 9 旧柳津町 (岐阜市) 14.1
10 笠松町 27.4 10 旧糸貫町 (本巣市) 12.5
11 旧巣南町 (瑞穂市) 22.0 11 旧巣南町 (瑞穂市) 7.2
12 旧真正町 (本巣市) 21.4 12 羽島市 6.5
13 羽島市 15.3 13 旧川島町 (各務原市) 6.1
14 旧各務原市 (各務原市) 9.5 14 旧真正町 (本巣市) 6.0
15 旧川島町 (各務原市) 7.3 15 旧各務原市 (各務原市) 5.3

【最寄品の購買先が岐阜市】 （単位：％） 【贈答品の購買先が岐阜市】 （単位：％）
市町名 購買先 商圏 市町名 購買先 商圏

1 旧岐阜市 (岐阜市) 89.2 一次商圏 1 旧岐阜市 (岐阜市) 78.8
2 旧柳津町 (岐阜市) 17.8 2 山県市 44.6
3 山県市 14.3 3 北方町 37.2
4 旧穂積町 (瑞穂市) 11.8 4 旧穂積町 (瑞穂市) 36.3
5 旧根尾村 (本巣市) 10.8 5 岐南町 34.8
6 旧本巣町 (本巣市) 10.6 6 笠松町 33.0
7 旧糸貫町 (本巣市) 9.1 7 旧本巣町 (本巣市) 29.8
8 北方町 8.0 8 旧柳津町 (岐阜市) 28.7
9 笠松町 7.3 9 旧真正町 (本巣市) 19.9
10 岐南町 4.9 10 旧糸貫町 (本巣市) 19.3
11 旧真正町 (本巣市) 3.0 11 旧根尾村 (本巣市) 18.0
12 旧川島町 (各務原市) 2.8 12 旧巣南町 (瑞穂市) 15.1
13 羽島市 2.4 13 旧各務原市 (各務原市) 14.0
14 旧巣南町 (瑞穂市) 1.6 14 羽島市 13.0
15 旧各務原市 (各務原市) 1.2 15 旧川島町 (各務原市) 7.7 三次商圏

資料：岐阜県商工会連合会「買物動向調査」（平成18年3月）
注） 商圏の分類は、購買先の中で旧岐阜市の割合が30%以上を「一次商圏」、10%から30%までを「二次
商圏」、5%から10%までを「三次商圏」、5%未満を「商圏外」とした。

二次商圏

三次商圏

商圏外

一次商圏

二次商圏

二次商圏

三次商圏

一次商圏

二次商圏

三次商圏

○ 広い通勤圏を持つ都市 

・国勢調査（平成 17 年）の従業者数・通学者数を見ると、通勤・

通学目的で市外から 8.4 万人（岐阜市全体）が流入しているが、

これらの多くは商業・業務機能が集積した中心市街地へ流入し

ているものと考えられる。 

・岐阜市は、隣接市町だけでなく、岐阜広域、大垣広域、美濃広

域といった広範囲な通勤通学圏を持つ。 
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各種事業所、公共公益施設等が、市内の限られた範囲に密度高く

集積し、様々な都市活動が展開されている。また、岐阜市では中

心市街地を中心として商圏や通勤圏が形成されており、市内宅地

の 3％の区域に小売店舗の約 18%、各種事業所の約 16％が集積し

ていることからも、岐阜市の中心市街地は、岐阜市及び岐阜県に

おいて経済的、社会的に中心的な役割を担っている地域である。

第 2号要件 

 当該市街地の土地

利用及び商業活動の

状況等からみて、機能

的な都市活動の確保

又は経済活力の維持

に支障を生じ、又は生

ずるおそれがあると

認められる市街地で

あること 

中心市街地の様々な集積が低下することで、市全体の経済活力

が低下している。 

○ 人口の減少

・平成 23 年の中心市街地の人

口及び世帯数は、10 年前（平

成 13 年）と比べると、それ

ぞれ約 89％、約 102％となっ

ている。 

○ 低未利用地の土地が増加 

・中心市街地では、駐車場の増加が顕著であり、平成 9 年と平成

17 年を比較すると、駐車場数で約 1.5 倍、収容台数で約 1.2 倍

となっている。 

【中心市街地の駐車場数及び収容台数】 

項目 単位 中心市街地
H17年1月調査 H9年8月 増減率

調査 H9→H16
区分 専用 月極 時間貸 合計

駐車場数 箇所 869 364 130 1,363 902 51.1%
収容台数 台 7,593 4,398 7,690 19,681 16,401 20.0%
（注）中心市街地活性化基本計画区域（170ha）の実態である

資料：岐阜市「岐阜市駐車場実態調査」

○ 相当数の空き店舗 

・柳ケ瀬地区の空き店舗数は、空き店舗対策の実施により、減少

に転じたが、依然として高い数値を示し、10 年前(平成 12 年)

の軒数を上回っている。 

【柳ケ瀬地区 空き店舗・空き地数の推移】 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
空き店舗（店） 16 22 30 30 28 37 37 32 35 34 38 28
空き地（箇所） 2 2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 4
合　計 18 24 33 33 30 39 39 34 38 37 41 32

【柳ケ瀬地区の空き店舗数】
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(店) 【柳ケ瀬地区の空き地数】
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（注）「柳ケ瀬本通り」「長良橋通
り」「徹明通り」「金華橋通り」に囲
まれた地区の空き店舗数である

（注）各年10月1日現在 資料：岐阜市「住民基本台帳」
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・岐阜駅周辺の繊維問屋の店舗数は、昭和 54 年の約 1,500 店をピ

ークに減少の一途をたどり、平成 23 年は 242 店とピーク時の約

16％になっている。その上 5 割近くの店舗で後継者がないとさ

れており、今後も減少が続くと考えられる。空き店舗率も約50％

弱になっている。 

【問屋街の空き店舗数の推移】 

平成10年 平成17年 平成20年 平成23年
店舗数 （店） 1,021 744 755 474
営業店舗数 （店） 770 451 352 242
空き店舗数 （店） 251 293 403 232
空き店舗率 （％） 24.6 39.4 53.4 48.9

・中心市街地における大型商業施設が閉店し、郊外における大規

模小売店舗・ロードサイド店・大規模スーパー等の立地が進展

した。＜大規模小売店舗の立地状況はＰ151 参照＞ 

○ 中心市街地の事業所数、従業者数は減少し、集積が低下 

・中心市街地の事業所数は減少し、平成 18 年には、ピーク時であ

る平成 3年の約 58％となっている。 

・中心市街地の事業所数が市全域の事業所数に占める割合も減少

の傾向にある。 
【事業所数】 S61 H3 H8 H11 H13 H16 H18
岐阜市全域（A、－） 29,803 29,983 29,478 27,569 26,306 24,456 23,773
ピーク年次（H3=100）からの指数 99.4 100.0 98.3 91.9 87.7 81.6 79.3

中心市街地（B、－） 6,928 7,008 6,090 5,325 4,872 4,356 4,038
ピーク年次（H3=100）からの指数 98.9 100.0 86.9 76.0 69.5 62.2 57.6
市内シェア（B/A、％） 23.2 23.4 20.7 19.3 18.5 17.8 17.0

資料：総務省「事業所・企業統計調査（岐阜市再集計）」

・中心市街地の従業者数も減少し、平成 18 年には、ピーク時であ

る平成 3年の約 68％となっている。 

○ 小売業の事業所数・従業者数・年間販売額も減少し、集積が低下

・中心市街地の小売業事業所数は減少し、平成 19 年には、ピーク

時である平成 3年の約 52％となっている。

【小売業事業所数】 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H11 H14 H16 H19
岐阜市全域（A、－） 6,859 6,479 6,617 6,584 6,028 5,808 5,658 5,172 4,535 4,249
ピーク年次（S57=100）からの指数 100.0 94.5 96.5 96.0 87.9 84.7 82.5 75.4 66.1 61.9

中心市街地（B、－） 1,412 1,337 1,417 1,480 1,287 1,168 1,120 1,006 905 775
ピーク年次（H3=100）からの指数 95.4 90.3 95.7 100.0 87.0 78.9 75.7 68.0 61.1 52.4
市内シェア（B/A、％） 20.6 20.6 21.4 22.5 21.4 20.1 19.8 19.5 20.0 18.2

資料：経済産業省「商業統計調査（岐阜市再集計）」

【従業者数】 S61 H3 H8 H11 H13 H16 H18
岐阜市全域（A、人） 191,031 206,979 215,762 200,096 195,879 187,105 190,641
ピーク年次（H8=100）からの指数 88.5 95.9 100.0 92.7 90.8 86.7 88.4

中心市街地（B、人） 41,130 43,587 41,389 34,736 31,516 29,561 29,491
ピーク年次（H3=100）からの指数 94.4 100.0 95.0 79.7 72.3 67.8 67.7
市内シェア（B/A、％） 21.5 21.1 19.2 17.4 16.1 15.8 15.5

資料：総務省「事業所・企業統計調査（岐阜市再集計）」
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（駅周辺、柳ケ

瀬） 

・ゆとり・やすら

ぎ道空間事

業(徹明地区) 

・歩車共存道

路整備（加納

新本町 1 丁

目加納城南

通 3 丁目線

他） 

・H16～H30 

岐阜市 ゆとり・やすらぎ道空間事業は、歩

行者・自転車を優先とした安全で安心

な都市居住空間の確保や、人々が岐阜

の魅力を心で感じ、歩きたくなる、自

転車で走ってみたいと思える道空間づ

くりのために、スムース歩道や路肩カ

ラー舗装を行うものであり、にぎわい

の創出を目標とする中心市街地の活性

化に必要な事業である。 

･防災・安全

交付金（道

路事業） 

・H26～H28 

（岐大跡地周

辺） 

・岐大跡地周

辺道路整備

事業（泉町西

野町 1 丁目

線ほか 1 路

線） 

・道路改良 

・H26 

岐阜市  岐大跡地周辺道路整備事業は、岐大

跡地に計画されている（仮称）中央図

書館を中心とした複合施設とともに（仮

称）憩い・賑わい広場整備に合わせて、

歩行者・自転車利用者の安全で快適な

道路空間を整備し、にぎわいの創出を

目標とする中心市街地の活性化に寄与

する事業である。 

・社会資本

整備総合

交付金（都

市再生整

備計画事

業（岐阜市

中心部地

区）） 

・H26 

(駅周辺) 

・岐阜市中心

部地域都市

再生総合整

備事業（岐阜

駅周辺地区

整備事業） 

・駅前広場周辺

整備 

・H14～H34 

岐阜市  本事業は、駅前広場区域外の歩行者

用デッキの整備を行うことで、公共交

通利用者の利便性向上を図るものであ

り、にぎわい創出を目標とする中心市

街地の活性化に必要な事業である。 

・社会資本

整備総合

交付金（岐

阜市中心

部地域都

市再生総

合整備事

業） 

・H22～H25 

・社会資本

整備総合

交付金 

（岐阜駅周

辺地区都

市再生総

合整備事

業） 

・H26～H30 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容

及び実施時期 
実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

国以外の支

援措置の内

容及び実施

時期 

その他

の事項 

（玉宮） 

・街並み整備推

進事業 

・玉宮通り修景

整備助成 

・1.23ha 

・H5～ 

･玉宮ま

ちづくり

協議会 

・岐阜市 

 玉宮通り地区において、地域住民が

まちづくり協定に沿って、ゆとりある

歩行者空間の創出、緑化推進等を進め

ることにより活性化や回遊性の向上を

図るものであり、回遊性の向上による

にぎわい創出に寄与するものである。

・市単事業 

・H5～ 
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(駅周辺) 

・せんい祭 

・イベント 

・H19～ 

一般社団

法人岐阜

ファッショ

ン産業連

合会 

年４回、一般消費者を対象とした売

り出しを行うもので、各種媒体への PR

を通じて来客を増やし、JR 岐阜駅前繊

維問屋街等の活性化を図るものであり、

にぎわいの創出を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

・中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

・県市事業 

・H19～ 

(柳ケ瀬) 

・買い物宅配

サービス事業 

・宅配サービス 

・H24～ 

岐阜市商

店街振興

組合連合

会 

中心市街地の空き店舗を活用し、生

鮮食料品等の宅配サービスを行う店舗

を開設するもので、まちなか居住の推

進と空き店舗の解消による商店街のに

ぎわい創出に資する事業である。 

・中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

・市単事業 

・H24～H26 

（駅周辺、柳ケ

瀬） 

・中心商店街

活 性化 プ ロ

デュース事業 

・H22～ 

岐阜市 出店希望者に具体的な店舗イメージ

を持ってもらうためにツアー形式で巡

る空き店舗ツアーや専門的知識を有す

る商工会議所相談員の経営相談などを

通じ、商店街関係者と連携して、空き

店舗を減少することで、中心商店街の

活性化を図り、にぎわいの創出を目的

とした中心市街地の活性化に必要な事

業である。 

・中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

・市単事業 

・H24～ 

（駅周辺） 

・ＪＲ岐阜駅周

辺施設連携

促進事業 

・ＪＲ岐阜駅周

辺の賑わいの

創出を図る。 

・H20～ 

JR 岐 阜

駅周辺施

設連携促

進協議会 

ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進事業

は、ＪＲ岐阜駅周辺地域が一体的な一

つの街として、集客性、回遊性、利便

性、機能性などの向上を図るため、駅

周辺施設が協働して活性化に向けた取

り組みを行う事業であり、にぎわいの

創出を目標とする中心市街地の活性化

にとって必要な事業である。 

・中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

・県市事業 

・H24～ 

空き店舗ツアー 
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（柳ケ瀬） 

・遊休不動産

のリノベー

ション活用

事業 

・遊休不動産

の利活用に

よる商店街

の活性化 

・Ｈ28～Ｈ29 

柳ヶ瀬を

楽しいま

ちにする

株式会社

 ウィークエンドビルヂングストアー

ズの実施による出店者や来館者から収

集した情報、中心商業地再生に向けた

調査・分析の結果より、魅力ある事業

者が出店しやすい環境を整備するため

遊休不動産を集客施設として利活用す

る計画を立案・実施し、ブランディン

グを行うことで、エリアの価値を向上

させる事業であり、柳ケ瀬の活性化や

にぎわい創出のために必要な事業であ

る。 

・地域・まち

なか商業

活性化支

援事業費

補助金（中

心市街地

再興戦略

事業）のう

ち先導的・

実証的事

業 

・H29

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 
該当なし 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業  

事業名、内容

及び実施時期 
実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期 

その他

の事項 

（柳ケ瀬） 

・ウィークエンド

ビルヂングスト

アーズ 

・短期出店を

行える施設を

開設した創業

者予定者への

支援 

・Ｈ27～Ｈ28 

岐阜柳ケ

瀬商店街

振興組合

連合会

空きビルを創業者予定者が出店しや

すい環境に整備し、サンデービルヂン

グマーケット出店者を中心に実店舗へ

出店する可能性のある創業予定者への

出店支援と発掘を目的とする事業であ

り、にぎわいの創出を目標とする中心

市街地の活性化に必要な事業である 

・地域活性

化・地域住

民生活等緊

急支援交付

金［地方創

生先行型］

・Ｈ26

（柳ケ瀬） 

・中心商業地

再生に向けた

調査・分析 

・柳ケ瀬のニー

ズ調査、マー

ケティング調査

を実施 

・Ｈ27 

岐阜柳ケ

瀬商店街

振興組合

連合会

商店街の集客施設、ウィークエンド

ビルヂングストアーズの出店者等の創

業予定者、商店街組合関係者、地域住

民へのニーズ調査や来街者動向調査、

周辺商業環境調査などのマーケティン

グ調査を実施する。 

「（仮称）サンデービルヂングデパー

ト」の企画立案の基礎データとして活

用する事業であり、にぎわいの創出を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

・地域商業自

立促進事業

・H27
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(駅周辺) 

・岐阜ファッショ

ン産業ブランド

確立支援事

業 

・より高品位な

岐阜ブランド

製品の確立を

目指す小規模

事業グループ、

ファッション業

界団体等の活

動を支援 

・H18～ 

ファッショ

ン関連小

規模事業

者グルー

プ、業界

団体など 

 岐阜ファッション産業ブランド確立

支援事業は、岐阜のファッション製品

は良質であるが、デザインやＰＲの面

で弱点があるといわれるため、より高

品位な新商品の開発、展示会等を活用

したＰＲの展開、新規市場の開拓等を

目指す事業を支援することにより、岐

阜ファッションブランドの向上を図り、

問屋街を活性化するものであり、にぎ

わいの創出を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

・県市事業 

・H18～ 

(駅周辺) 

・ファッション産業

人材育成事業 

・各種セミナーの

実施 

・H19～ 

・一般社団

法人岐阜

ファッショ

ン産業連

合会 

・岐阜婦人

子供服工

業組合 

 ファッション産業人材育成事業は、岐阜

製品はいわゆる中級品を扱う企業が多いこ

とから、岐阜産地に不足すると言われ

る高感度商品を開発、企画できる人材

の育成、確保を通して、岐阜アパレル

ブランドを向上させ、また販売力を強

化するものであり、にぎわいの創出を

目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。 

・市単事業 

・H19～ 

 (駅周辺) 

・問屋街活性化

アドバイザー派

遣事業 

・問屋街の活性

化への取組み

を支援 

・H20～ 

岐阜市  問屋街活性化アドバイザー派遣事業

は、問屋街の再生、活性化を目的とし

て、地元業界団体が自主的に企画する

講演会・研修会の開催に対して助成す

るものであり、にぎわいの創出を目標

とする中心市街地の活性化にとって必

要な事業である。 

・市単事業 

・H20～H26 

（主に柳ケ瀬） 

・(仮称）メガ街

コン 

・イベント 

・H24～ 

実行委員

会等 

（仮称）メガ街コンは、「中心商店街

活性化」と「出会いの場の創出」を目

的に、定期的に「街コン」を企画・開

催するものであり、にぎわいの創出を

目標とする中心市街地の活性化にとっ

て必要な事業である。 
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(柳ケ瀬) 

・(仮称)メガ街

コン-冬の陣‐

（イベントシリー

ズ“冬”） 

・イベント 

・H24～ 

実行委員

会等 

（仮称）メガ街コン-冬の陣‐は、ク

リスマスやバレンタインがあり出会い

の季節でもある冬に行う（仮称）メガ

街コンである。メガ街コンの中でも年

間を通し最大級の来街客を集客するイ

ベントであり、にぎわいの創出を目標

とする中心市街地の活性化にとって必

要な事業である。 

（柳ケ瀬） 

・サンデービルヂ

ングマーケット 

・買い物客の創

出、創業希望

者の発掘を目

的とした定期

イベントの開

催 

・Ｈ26～Ｈ29 

岐阜柳ケ

瀬商店街

振興組合

連合会 

柳ヶ瀬を

楽しいま

ちにする

株式会社

 手仕事（クラフト）の商品等を扱う

お店を集めたイベントを定期的に開催

することで、固定顧客の創出と実店舗

に出店する可能性のある魅力ある事業

者の獲得を目的とする事業であり、に

ぎわいの創出を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

（駅周辺、柳ケ

瀬） 

・信長楽市 

・H28～ 

岐阜市商

店街振興

組合連合

会 

信長楽市事業は、中心部において、

中心商店街がイベントを実施すること

でにぎわい創出を図るものである。定

期的なイベントとして地域に根付かせ、

これを起爆剤に商店街が「新規顧客」

の開拓及び「固定客」の定着につなげ

る。これらにより、中心市街地への来

街者の増加を目指すものであり、にぎ

わいの創出を目標とする中心市街地活

性化に必要な事業である。 

・県市事業 

・H29～ 
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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性  

１ 現状分析 

岐阜市では、昭和 40 年以降の急激なモータリゼーションの進展に伴い、自動車需

要の増加に対応する道路整備や大規模住宅団地・土地区画整理事業などの開発を進め

てきた。その結果、自動車利用を前提とした低密度に拡大した市街地が形成された都

市構造となり、このことがより一層自動車利用に拍車をかけた。 

また、公共交通網（バス路線）は、系統が多く利用者にとってわかりにくい面もあ

り、必ずしも利用者のニーズにあった路線になっているとは言えないこと、定時性に

ついて必ずしも確保されているとはいえないこと、各バス停では、駐輪場、屋根つき

バス停なども少ないことなど、サービス水準は利用者のニーズに応えられないことな

どにより、公共交通の利用者離れに歯止めがかからず、運行本数の減少や路線の廃止

といった悪循環が生じていた。 

そこで 1期計画では、利用者ニーズにあった、わかりやすいバス路線の再編を実施

するとともに、バスレーンやＰＴＰＳの導入、バスロケーション表示機やバス停上屋

の整備を実施するなど、効率的なバス運行、サービス水準の高い利用環境の構築を推

進してきた。また、交通結節点である岐阜駅において、平成 19 年 3 月、岐阜駅北口

駅前広場にバス乗降場が整備されたことから、中心市街地と周辺・郊外地域とのアク

セス性が強化され、公共交通利用者の利便性は飛躍的に高まることとなった。さらに、

駅と柳ケ瀬の間を循環する柳バスや、中心市街地をルートとするコミュニティバスの

運行など、中心市街地内及び中心市街地とその周辺との回遊性の向上を図ってきたと

ころである。さらに、平成 23 年 12 月には全国の 6市と共同で内閣総理大臣より地域

活性化総合特区の指定を受け、スマートウエルネスぎふの推進に取り組んでおり、

ウォーキングイベントなどを開催するとともに、まちなか歩きの推進等によるにぎわ

いの創出を目指している。 

２ 公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 

少子高齢化や環境問題等の社会状況に対応するためには、引き続き、過度に自動車

に依存した交通体系を見直し、自転車、歩行者を優先した、利便性が高く使いやすい

バス等公共交通のための施策を展開していく必要がある。 

中心市街地の再生を図っていく上で周辺・郊外地域と中心市街地とは公共交通機関

により結ばれることが必要であり、コミュニティバスを引き続き運行することにより、

中心市街地と周辺地域との利便性等の向上を図る。 

また、現在計画が進む「つかさのまち夢プロジェクト」においては、大きな集客が

見込まれる図書館等の複合施設「みんなの森 ぎふメディアコスモス」の利用者の利

便性を確保するとともに、回遊性を向上させ、柳ケ瀬へにぎわいを波及させるため、

拠点的バス停の整備やレンタサイクルポートの整備を行う。 

また、公共交通機関等を利用しながら中心市街地の地域資源や各種催しを楽しむ、

“まちなか歩き”“まちなか観光”を促進することでにぎわいを創出し、中心市街地を
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活性化する必要がある。 

以上のことから、次の事業を基本計画に位置づける。 

 (1) 「公共交通利便性向上」のための、レンタサイクルポート整備事業、岐阜大学医

学部等跡地拠点的バス停整備事業、ＢＲＴ導入推進事業、中心部コミュニティバ

ス推進事業 

 (2) 「にぎわい創出」のための、ＳＷＣ推進事業（スマートウエルネスぎふ 健幸ウォー

ク）、次世代自動車普及促進事業、柳ケ瀬にぎわい創出事業、その他活性化イベ

ント等 

３ フォローアップの考え方 

計画期間の中間及び最終年度に進捗調査を行い、改善措置及び効果の実証を行う。

［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容
及び実施時期 

実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性
支援措置の
内容及び実
施時期 

その他
の事項 

(岐大跡地周

辺) 

・レンタサイクル

ポート整備事

業 

・レンタサイクル

ポート整備 

・H26～H28 

岐阜市 市立中央図書館や市民活動交流セン
ター等からなる複合施設「みんなの森
ぎふメディアコスモス」に併設したレ
ンタサイクルポートを整備運営するこ
とにより、平成 17 年度から実施し、平
成27年度年間利用者約18,000 人と実
績が上がっている「ぎふ・まちなかレ
ンタサイクル」事業の 7 箇所のレンタ
サイクルポートと連動させることによ
り、更に中心市街地の回遊性が高まる
とともに、にぎわいの創出が見込め、
ひいては、中心市街地の活性化に繋が
る事業である。 

・社会資本

整備総合

交付金（都

市再生整

備計画事

業（岐阜市

中心部地

区）） 

・H26～H27 

・市単事業 

・H28 

（駅周辺、玉

宮、柳ケ瀬） 

・ＳＷＣ推進事

業（スマートウ

エルネスぎふ 

健幸ウォーク） 

・ウォーキングイ

ベント 

・H23～ 

スマート

ウエルネ

スぎふ健

幸ウォー

ク実行委

員会 

健康寿命を伸ばすことを目的に、幼

児や子どもを含め、普段歩かない人も

楽しく参加できるイベントを中心市街

地で開催し、手軽にできる「歩く」こ

とで、健康づくりを習慣とするきっか

けにつなげるとともに、中心市街地に

おける回遊性の向上を目指す。にぎわ

いの創出を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。 

・社会資本

整備総合

交付金（都

市再生整

備計画事

業（岐阜都

心地区）） 

・H24～H25
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（岐大跡地周

辺、柳ケ瀬） 

・さんぽ de 野

外ライブ 

・音楽イベント 

・H27～ 

せせらぎ

の並木

ミュー

ジックコ

ンサート

実行委員

会、岐阜

市

誰もが気軽に音楽に触れられる機会

を創出することを目的に、みんなの森

ぎふメディアコスモスから柳ヶ瀬界隈

の中心市街地において、音楽を提供す

る。 

また、健康ウォーク、ぎふ市民健康ま

つりと同時開催することで、「文化芸術

（音楽）」と「スポーツ（ウォーク）」の

融合を図るものであり、中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

･社会資本 

整備総合

交付金(都

市再生整

備計画事

業(岐阜市

中心部地

区)) 

･H27～H29

(柳ケ瀬) 

・柳ケ瀬にぎわ

い創出事業 

・商店街活性

化イベント等 

・H24～ 

岐阜市 柳ケ瀬のファンづくりとにぎわい創

出を目的に、商店街と連携した小学校

の社会見学への対応やイベント実施な

ど、各種の取組みを行うものであり、

にぎわい創出を目的とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

・市単事業 

・中心市街

地活性化

ソフト事業

・H27～H29 

(柳ケ瀬) 

・まちの魅力Ｐ

Ｒ事業 

・イベント等 

・H24～ 

岐阜市 岐阜市の歴史や文化、文学など様々

な魅力を伝えるイベントを中心市街地

で開催し、まちなか歩き、まちなか観

光の推進によるにぎわい創出を図るも

のであり、にぎわい創出を目標とする

中心市街地の活性化に必要な事業であ

る。 

・市単事業 

・中心市街

地活性化

ソフト事業

・H27～H29 
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（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容
及び実施時期 

実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性
支援措置の
内容及び実
施時期 

その他
の事項 

（駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺） 

･携帯電話（Ｑ

Ｒコード）を活

用したまちな

か歩き支援事

業 

・ＱＲコードによ

る､まちの情報

発信 

・H18～ 

岐阜市  ＩＴを活用したまちづくり事業は、歩

行者系サイン・バス停・観光施設にＱＲ

コードを貼り付け、カメラ付携帯電話を

活用してまちの魅力ある情報を提供し、

地域住民や観光客に「まちの再発見」や

「まちなか回遊」を促し、中心市街地の活

性化や観光振興を図るものであり、にぎ

わい創出を目標とする中心市街地の活性

化に必要な事業である。 

・社会資本

整備総合

交付金（道

路事業と

一体の効

果促進事

業） 

・H21～H25 

・社会資本

整備総合

交付金（道

路事業と

一体の効

果促進事

業） 

・H26～H30 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容
及び実施時期 

実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性
支援措置の
内容及び実
施時期 

その他
の事項 

（駅周辺、柳ケ

瀬） 

・岐阜市信長

公４５０（よん

ごーまる）周年

事業〈ぎふ信

長楽市ブラン

ド化事業〉 

・都市ブランド

の推進 

・H28～H29 

岐阜市信

長公 450

プロジェク

ト実行委

員会 

シンボルマークやガイドブックを作

成し、市内の商店街やさまざまな団体

が実施する楽市イベントに一体感を持

たせ、楽市のまち岐阜市としての都市

ブランドの向上を図り、さらなる観光

の振興や地域の活性化につなげるもの

であり、にぎわいの創出を目標とする

中心市街地の活性化に必要な事業であ

る。

･地方創生

推進交付

金 

･H28～H29 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容
及び実施時期 

実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

国以外の支
援措置の内
容及び実施
時期 

その他
の事項 

（駅周辺、柳ケ

瀬） 

・ＢＲＴ導入推

進事業 

・H22～ 

岐阜市 

岐阜乗合

自動車㈱ 

バス幹線軸の強化のため、バスレー

ンなどの走行環境整備、バス停上屋な

ど利用環境の整備とあわせ、連節バス

など高度化されたバス車両による次世

代のバスシステムである「ＢＲＴ」の

導入を推進する。 

こうした取り組みにより、まちなか

居住、にぎわいの創出の達成に資する

事業である。 

・市単事業

（駅周辺、柳ケ

瀬） 

・中心部ｺﾐｭﾆ

ﾃｨﾊﾞｽ推進事

業 

・H20～ 

・循環路線推

進事業 

 H15～ 

岐阜市 

コ ミ ュ ニ

ティバス運

行事業者 

岐阜乗合

自動車㈱ 

市中心部を循環する路線バスを運行

する。また、市中心部の他の地域から

柳ケ瀬を循環するコミュニティバス路

線を運行する。 

こうした取り組みにより、中心市街

地への集客性を高めるものであり、に

ぎわい創出を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

・県市事業

・事業者単

独事業 

（駅周辺、柳ケ
瀬、岐大跡地
周辺） 
・長良川ツー
デーウオーク 
・ウォーキングイ
ベント 
・Ｈ18～

長良川
ツーデー
ウオーク
実行委員
会（岐阜
市、岐阜
県ウオー
キング協
会、大垣
歩こう
会） 

 ウォーキングを通じて市民の健康づ
くりを図ると共に岐阜市の活性化を目
指すウォーキングイベント。オールジャ
パン・ウオーキングカップ認定大会で
あり、日本ウオーキング協会において
参加が推奨されているため、日本全国
から多くの参加者が見込まれ、にぎわ
いの創出を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。 

・市単事業

（玉宮） 

・ぎふ市民健康

まつり 

・イベント 

・S５５～ 

岐阜市、

岐阜市医

師会、岐

阜市歯科

医師会、

岐阜市薬

剤師会ほ

か 

ぎふ市民健康まつりは、岐阜市と岐

阜市医師会など健康関連団体が市民参

画型事業として共催している。健康に

関する知識を深め体験する場として多

くの参加者があることから、にぎわい

創出を目標とする中心市街地の活性化

に必要な事業である。 

・市単事業
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（駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺） 

・元気・健康シ

ンポジウム 

・イベント 

・H17～ 

岐阜市 地域での介護予防に向けた健康づく

り活動の活性化と、個人や地域の健康

に対する意識の高揚を図り、地域での

健康づくり活動をより充実させていく

ため、介護予防に関する有識者による

健康講和やシンポジウム、展示等を行

うものであり、にぎわい創出を目標と

する中心市街地の活性化に必要な事業

である。 

・市単事業

（駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺） 

・健康づくりマッ

プ活用事業 

・ウォーキング

コースの設定 

・ウォーキングイ

ベント 

・H23～ 

岐阜市 平成２４年度に岐阜市健幸づくり

ウォーキングマップ『わくわくウォー

ク』を作成。これを活用し多くの人が

参加できるウォーキングイベントを開

催することで、歩くことによる健康づ

くりの推進を目指す。中心市街地にお

ける回遊性の向上に資するものであり、

にぎわいの創出を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

・市単事業

(駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺) 

・スマートシティ

岐阜推進事

業 

・実証事業 

・H23～ 

岐阜市 本事業は、再生可能エネルギーを利

用した分散自立型のエネルギーシステ

ムの構築により、エネルギーの地産地

消を目指すものである。これにより、

「地球環境負荷の低減」と「快適な暮ら

し」の両立を実現することで、都市の

魅力を創出する動機づけとなり、まち

なか居住の推進を目標とする中心市街

地の活性化に必要な事業である。 

(駅周辺) 

・次世代自動

車普及促進

事業 

・カーシェアリン

グ及び急速充

電器一般開

放等社会実

験 

・H23～ 

岐阜市 次世代自動車である EV や PHV、FCV

等の普及を図るため、社会実験から得

られた結果を元にインフラ整備の在り

方について検討するとともに、次世代

自動車の有効性や利便性を情報発信

し、環境に配慮したライフスタイルへ

誘導していくことは、快適な低炭素都

市となることから、次世代自動車普及

促進事業は、まちなか居住の推進を目

標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 
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(駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺) 

・路上喫煙禁

止啓発事業 

・啓発事業 
・H20～ 

岐阜市 タバコのポイ捨て防止による都市美
化の推進と喫煙マナーの向上を目的と
するものであり、快適な都市空間を提
供し、都市の魅力向上に寄与すること
から、まちなか居住の推進とにぎわい
創出を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。 

・市単事業

(柳ケ瀬) 

・ 柳 ケ 瀬 プ ロ

デュース事業 

・会議の開催

等 

・H24～ 

岐阜市、 

柳ケ瀬プ

ロデュース

チーム 

柳ケ瀬地区の活性化を推進するた

め、商店街など様々な関係者が集まる

場を設け、活性化に向けた取組みの情

報共有や連携を図るとともに、活性化

を図る上での課題解決に向けた協議や

提案等を行うものであり、にぎわい創

出を目標とする中心市街地活性化に必

要な事業である。 

(駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺) 

･高橋尚子杯

ぎふ清流ハー

フマラソン 

・マラソンイベン

ト 

・H23～ 

高橋尚子

杯ぎふ清

流ハーフ

マラソン実

行委員会 

高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン

は、シドニーオリンピック女子マラソ

ン金メダリスト・高橋尚子選手の偉業

を讃えるとともに、本市のスポーツ振

興を図るため、岐阜陸上協会、岐阜県、

（財）岐阜県イベント・スポーツ振興事

業団、中日新聞社とともに実行委員会

を構成し、平成２３年から開催してい

る。種目はハーフマラソンと３㎞。柳

ケ瀬、ＪＲ岐阜駅、長良川などをまわ

るハーフマラソンのコースは高橋選手

自身の監修によるもので、ランナーが

岐阜市の魅力を堪能できるコースと

なっている。参加者はおよそ１万人で

あり、にぎわいの創出に資する事業で

ある。 
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(岐大跡地周

辺) 

・つかさのまち夢

プロジェクト拠

点的バス停整

備事業 

・バスベイ及び

駐機場整備、

バス停上屋整

備、バス案内

板整備、バス

ロケーション表

示機整備等 

・H22～H29 

岐阜市 岐阜大学医学部及び附属病院の跡地

における新たな拠点形成を目指した施

設整備にあわせて、公共交通が利用し

やすい拠点的バス停の整備を実施する。

これにより、市周辺部や郊外部から

のアクセス性の向上による中心市街地

への来街者の増加を図る。 

こうした取組みにより、利用者の利便

性を高めるものであり、にぎわい創出を

目標とする中心市街地の活性化に必要な

事業である。 

（駅周辺、柳ケ

瀬、岐大跡地

周辺） 

・イベント情報

発信サイト「の

ぶすと！」事

業 

・イベント情報

の発信 

・H27～ 

岐阜地域

活性化情

報サイト

プロジェ

クト「のぶ

すと！」実

行委員会 

中心市街地におけるイベント情報を

一元的に広く市民に発信することによ

り、中心市街地への来訪を促進し、に

ぎわいの創出を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 
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◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

中心市街地活性化基本計画区域   170ha

柳ケ瀬地区        9ha （都市再生緊急整備地域 柳ケ瀬通周辺地区） 

岐阜駅周辺地区    21ha （      同上       岐 阜 駅 北 地 区） 

岐大跡地周辺地区   70ha

岐阜大学

医学部等跡地

（岐大跡地）
岐阜市民会館

岐阜髙島屋

金公園

JR岐阜駅

・街並み整備推進事業

（大規模小売店舗立地法の

特例措置） 

・まちなか歩き関連事業

（御鮨街道） 岐大跡地周辺

岐阜市役所

柳ケ瀬

（大規模小売店舗立地法の

特例措置） 

・高島屋南地区第一種市街地再開発事業

・高島屋南地区公共施設整備事業 

・日ノ出町商店街アーケード改築事業

・商店街情報発信拠点整備事業 

・（仮称）総合教育支援センター等

整備事業 

・岐阜駅北口土地区画整理事業

・岐阜駅東地区第一種

市街地再開発事業 

・岐大跡地周辺道路整備事業 

（泉町西野町1丁目線ほか1路線）

岐阜シティ・タワー４３

じゅうろくプラザ

その他事業 

（柳ケ瀬） 

・空き店舗対策事業 
・公益機能創出支援事業 

・柳ケ瀬地区商店街活性化提案事業 
・（仮称）メガ街コン 

・（仮称）メガ街コン-冬の陣-（イベントシリーズ“冬”） 
・柳ケ瀬にぎわい創出事業 
・まちの魅力ＰＲ事業 
・中心市街地建替え促進事業 
・柳ケ瀬プロデュース事業 

（岐阜駅周辺） 

・岐阜市中心部地域都市再生総合整備事業 
（岐阜駅周辺地区整備事業） 

・岐阜ファッション産業ブランド確立支援事業 

・ア・ミューズ岐阜 
・せんい祭 

・ファッション産業人材育成事業 
・問屋街活性化アドバイザー派遣事業 
・ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進事業 

（全域・その他） 

・BRT 導入推進事業 

・中心部ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ推進事業、循環路線推進事業 
・買い物宅配サービス事業 
・岐阜市中心商店街活性化コンソーシアム事業 
・中心商店街活性化プロデュース事業 
・信長楽市 
・大型空き店舗入居活用事業 
・「教育」、「医療・健康」分野での空き店舗活用事業 

・大規模小売店舗立地法の特例措置 
・フラッグアート展 

・道三まつり（イベントシリーズ“春”） 
・岐阜ど真ん中・夏まつり（イベントシリーズ“夏”） 
・ぎふ信長まつり（イベントシリーズ“秋”） 
・暴力追放推進事業 

・長良川ツーデーウオーク 
・ぎふ市民健康まつり 

・ＳＷＣ推進事業（スマートウエルネスぎふ 健幸ウォーク） 

・元気・健康シンポジウム 
・健康づくりマップ活用事業 

・スマートシティ岐阜推進事業 
・次世代自動車普及促進事業 
・路上喫煙禁止啓発事業 
・中心市街地新築住宅取得助成事業 

・まちなか賃貸住宅家賃助成事業 
・中心市街地個人住宅取得資金利子補給事業 

・公共サイン整備事業 
・携帯電話(QR ｺｰﾄﾞ)を活用したまちなか歩き支援事業

･高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン 
・さんぽ de 野外ライブ 
・岐阜市信長公４５０（よんごーまる）周年事業 
 〈ぎふ信長楽市ブランド化事業〉 
・イベント情報発信サイト「のぶすと！」事業 

・ＳＷＣ推進事業 

（健康ステーション事業）

0 50 100 200m 
N

岐阜駅周辺

・ゆとり・やすらぎ道空間事業

 （徹明地区）

・ＳＷＣ推進事業（自転車走行環境

整備事業(若宮町線ほか3路線)）

・無電柱化推進事業

市文化センター

岐阜中央中学校

ＡＣＴＩＶＥ G 

名鉄岐阜駅

アスティ岐阜 ハートフルスクエアｰＧ

ECT

ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ柳ケ瀬店

ロフト

・問屋町西部南街区第一種市街

地再開発事業（岐阜スカイウイング３７）

・つかさのまち夢プロジェクト（岐阜大学医学部等 

跡地第 1期施設整備事業） 

・レンタサイクルポート整備事業 

・つかさのまち夢プロジェクト拠点的バス停整備事業 

・サンデービルヂングマーケット 

・ウィークエンドビルヂングストアーズ 

・中心商業地再生に向けた調査・分析 

・遊休不動産のリノベーション活用事業
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９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］市町村の推進体制の整備等  

１ 市庁内体制 

(1)  中心市街地活性化を担当する統括組織 

まちづくり推進部に、中心市街地活性化に関する業務を担当する審議監を

配置し、事務の統括を行なう。 

また、まちづくり推進部内に中心市街地活性化推進課を設け、事業の進行管理、

評価を行なう。 

組    織 配    属 

まちづくり推進部 中心市街地活性化審議監 

中心市街地活性化推進課 課長  １人 

担当  ２人 

(2) フォローアップ体制 

中心市街地の活性化を総合的かつ一体的に進めるためには、関係機関及び関係部

局との緊密な連携体制が必要である。また、基本計画における事業進行を一元的に

管理できる庁内体制の構築が必要である。 

そこで、庁内体制としては、副市長及び計画記載事業の担当部長等で構成される

岐阜市中心市街地活性化推進会議を設置し、事業進捗状況、数値目標達成状況など

を全庁的に把握し、適切な進行管理を行うとともに、計画記載事業の担当課長等で

構成される岐阜市中心市街地活性化担当課長等連絡会議を設置し、計画に記載され

た個別事業の連絡調整を図る。 

また、基本計画の全体評価や市民のアンケート調査を含めた総合的なフォローアッ

プについては、計画期間の中間年度である平成 27 年度に行うとともに、最終年度で

ある平成 29 年度には事後評価を行い、それらの結果を岐阜市中心市街地活性化協議

会に諮る。 

２ 市議会における中心市街地活性化に関する審議内容 

第 1期計画の認定を契機に、中心市街地活性化に関する議論が継続している。 

(1)  平成 19 年第 3回定例会（9月） 

質問者及び質問趣旨 答弁者及び答弁趣旨 

《市政自民同志会》 

・まちなか居住の推進を

目標とした理由は。 

《まちづくり推進部長》 

・まちなか居住の推進が基本計画の目標となった理由について 

市総合計画では、将来都市像として、集約型都市構造への転換、歩いたり公共

交通や自転車での移動によって日常的なサービスが充足される多様な地域核の

ある都市の形成を目指しています。この基本計画においても、同様の基本方針とし

ており、都心にふさわしい多様な機能が集積した活力に満ちたまちを構築するた

め、まちなか居住を基本計画の１つの目標にした。 
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(7)  多様な主体による取組みと柳ケ瀬プロデュースチームの設置 

① 行政の取組み 

中心市街地活性化のため、行政による支援制度の活用、各商店街連合会による

イベントの開催、ＮＰＯ法人による起業家育成および学生などによるまちづくり

活動など、多様な主体が様々な取組みをしているところであるが、これらの活動

は、個々に活動がなされていて、行政と一体となった取組みに欠ける点があった。

このため、これら多様な主体による様々な取組みを集結させる仕組みを設ける

とともに、柳ケ瀬の活性化に向けた様々な取組みの戦略づくりや先導的な取組み

を進める新たなプロデュース組織として、平成 19 年 8 月、「柳ケ瀬プロデュース

チーム」を設置した。 

② 柳ケ瀬プロデュースチームの設置 

1)目的 

柳ケ瀬に関わる様々な主体が参加・連携し、柳ケ瀬の活性化、にぎわいの創

出に資する事項の協議及び実践を行なう。 

2)構成員 

行政関係者、各商店街連合会、商工会議所、通りごとの代表者、地元自治会、

青年会議所、中心市街地整備推進機構、まちづくり団体およびその他、柳ケ瀬

の活性化に関係する様々な主体からなる。 

3)活動内容 

ⅰ）にぎわいを創出する呼び水的な活動（ソフト事業）の実践 

ⅱ）中心市街地活性化基本計画を推進するための意見交換、提案 

ⅲ）柳ケ瀬の活性化、にぎわい創出に向けた戦略の企画立案 

③ 新たな担い手等の創出 

柳ケ瀬を再生するためには、自助共助的な取組みのための新たなグループの設

置などの「新たな公」の創出が求められる。さらには、コミュニティビジネスな

ど地域に根ざした活動の展開も望まれる。このため、中心市街地整備推進機構に

おいて、このような新たな担い手の創出を支援する取組みを展開する。 

［２］中心市街地活性化協議会に関する事項

「中心市街地活性化協議会」については、有識者、経済界、権利者、駅前関係団体、

地元自治会、福祉団体、教育文化団体、交通事業者、警察関係等を構成員とし、平成 18

年 8 月に立上げ、事務局は岐阜商工会議所が担当する。なお、都市機能の増進を総合的

に推進する調整を、一般財団法人岐阜市にぎわいまち公社（平成 18 年 8 月に中心市街地

整備推進機構に指定）が担い、経済活力を総合的に推進するための調整を商工会議所が

担う。 
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(1) 岐阜市中心市街地活性化協議会構成委員 

（平成29年1月16日現在）

区 分 所 属 役 職 等

岐阜大学地域科学部 名 誉 教 授

岐阜大学地域科学部 教 授

業 務 執 行 理 事

事 務 局 長

副 会 頭

専 務 理 事

理 事 長

副 理 事 長

理 事

理 事 長

副 理 事 長

副 理 事 長

玉宮まちづくり協議会 会 長

高島屋南市街地再開発組合 理 事 長

岐阜駅東地区市街地再開発組合 理 事 長

日ノ出町商店街振興組合 理 事 長

柳ヶ瀬を楽しいまちにする株式会社 代 表 取 締 役

駅前関係団体 一般社団法人岐阜ファッション産業連合会 理 事 長

華陽自治会連合会 会 長

徹明自治会連合会 会 長

明徳自治会連合会 会 長

京町自治会連合会 会 長

福祉団体 岐阜市身体障害者福祉協会 会 長

教育文化団体 公益財団法人岐阜市教育文化振興事業団 理 事 長

名古屋鉄道株式会社 西 部 支 配 人 室 支 配 人

岐阜乗合自動車株式会社 常 務 取 締 役

副 署 長

生 活 安 全 課 長

行政 岐阜市 副 市 長

振 興 部 長

振 興 課 長

振 興 課 主 査

権利者

地元自治会

交通事業者

警察関係 岐阜中警察署

事務局 岐阜商工会議所

事業者

有識者

都市機能の増進を総合的に推進

するための調整を図るにふさわしい

者（第15条第1項第1号）
一般財団法人岐阜市にぎわいまち公社

経済活力の向上を総合的に推進

するための調整を図るにふさわしい

者（第15条第1項第2号）
岐阜商工会議所

経済界

岐阜市商店街振興組合連合会

岐阜柳ケ瀬商店街振興組合連合会

(2) 協議会開催状況（第１期基本計画認定前） 

① 準備会 平成 18 年 8 月 11 日 

議題：・協議会の設立、協議会の規約、及び改正まちづくり三法について 

・講演「岐阜市の中心市街地活性化について」 

② 第 1回 平成 18 年 10 月 30 日 

議題：・協議会規約の見直しについて 

・中心市街地のまちづくり計画（短期）[案]について 

③ 第 2回 平成 18 年 11 月 13 日 

議題：・岐阜市中心市街地活性化基本計画(案)について 
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 (5)協議会から出された主な意見 

[意見] 

平成 19 年の岐阜市中心市街地活性化基本計画の認定以降、岐阜シティ・タワー４３

及び岐阜スカイウイング３７のツインタワー完成、全国最大級の面積を誇る岐阜駅北口

駅前広場の整備など、新たな岐阜市のシンボルとなる核的開発が着実に実現するととも

に、商店街やまちづくり団体等においてイベント開催やゆるキャラを活用したＰＲなど、

にぎわい創出のための各種ソフト施策が展開された結果、居住人口や通行量において活

性化の兆しが現れるなど取組みの効果が出始めており、官民一体が活性化に向け各種事

業を展開した結果であると言える。 

  特に、旧岐阜メルサファッション館へのドン・キホーテ出店は、協議会としてワーキ

ングを開催し、商店街や商工会議所、岐阜市など官民一体となって誘致活動に取り組ん

だことが実を結んだものであり、若者の回遊等による新たなにぎわいが創出されている。 

  今後も引き続き、2期岐阜市中心市街地活性化基本計画のもと、柳ケ瀬の活性化を主

眼に中心市街地全体の活性化をさらに推し進めるべく、行政と連携しながら協議会とし

て活性化に取り組んでいく。 

(6)協議会開催状況（第２期基本計画認定後） 

① 意見書提出 平成 25 年 2 月 6 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更は妥当である。

② 意見書提出 平成 25 年 6 月 17 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更は、妥当なものである。 

③ 第 12 回 平成 25 年 8 月 9 日 

    議題：・会長交代について 

       ・規約の変更について 

       ・2 期計画第 2回変更の認定について 

       ・2 期計画の進捗状況報告について 

       ・日ノ出町部会の活動報告について 

④ 意見書提出 平成 25 年 10 月 4 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の第 3回変更（案）は、妥当なものである。 

⑤ 意見書提出 平成 26 年 6 月 20 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更は、妥当なものである。 

⑥ 第 13 回 平成 27 年 2 月 26 日 

    議題：・2期計画第 3回、第 4回変更の認定について 

       ・2 期計画の進捗状況報告について 

       ・中心市街地活性化基本問題検討部会の設立について 

  ⑦ 第 14 回 平成 28 年 1 月 14 日 

    議題：・2期岐阜市中心市街地活性化基本計画の進捗状況について 

       ・中心市街地活性化基本問題検討部会の協議について 

       ・2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更について 
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  ⑧ 意見書提出 平成 28 年 2 月 9 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更は、妥当なものである。 

⑨ 第 15 回 平成 28 年 8 月 29 日 

    議題：・2期岐阜市中心市街地活性化基本計画の進捗状況及び目標数値の達成 

状況について 

       ・2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更について 

       ・中心市街地活性化基本問題検討部会 岐阜市市街地の近未来を考える 

シンポジウム 

⑩ 意見書提出 平成 28 年 10 月 18 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更は、妥当なものである。 

⑪ 第 16 回 平成 29 年 1 月 16 日 

    議題：・中心市街地活性化基本問題検討部会の活動について 

       ・目標数値（居住人口の社会増減数）の速報値について 

       ・2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更について 

⑫ 意見書提出 平成 29 年 2 月 1 日 

[意見] 

2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画の変更は、妥当なものである。 

(7) 協議会の規約（中心市街地の活性化に関する法律との適合） 

① 法第 15 条第 3項 協議会設立時の公表 

・規約において、広告について規定し(第 13 条)、協議会設立時に公表を行い、ま

た、協議会の会議は傍聴が可能で、議事録も公開するなど、会議の透明性確保

にも努めている。（規約第 11 条第 2項、第 3項） 

② 法第 15 条第 4項 関係者が参加できること 

  法第 15 条第 5項 参加申し出を拒めないこと 

・協議会への入会は、申し出でよいこととしている。（規約第 6条) 

［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進  

中心市街地活性化のための事業は、現状を客観的に把握・分析し、かつ、地域住民の

ニーズに即したものとし、多様な施策を互いに連携させて一体的に実施する必要がある。

岐阜駅周辺では、現在市街地再開発組合による市街地再開発事業が進み、あるいは計

画されており、繊維問屋街の再生や商業施設の導入等、居住のための住宅供給など、行

政、民間一体となった複合施策を展開している。 

柳ケ瀬では、歩行者通行量の減少、商業機能の衰退、周辺も含めた居住人口の減少など

の課題が多く、今後、様々な主体が連絡を取り合い、重点的に施策を展開していく必要

がある。よって、以下に、現状分析とニーズ分析から導かれ、実施する主な事業につい

てその取組み主体も含め記載する。 
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［４］都市機能の集積のための事業等  

【岐阜市中心市街地活性化基本計画に掲載している事業】
第４章 第５章 第６章 第７章 第８章
市街地
整備改善

都市福利
施設

住宅の
供給

商業の
活性化

公共交通の

利便性増進等

公共サイン整備事業 ●

問屋町西部南街区第一種市街地再開発事業 ● ●

高島屋南地区第一種市街地再開発事業 ● ●

岐阜駅東地区第一種市街地再開発事業 ●

まちなか歩き関連事業（御鮨街道） ●

無電柱化推進事業(市道蕪城町玉宮町線) ●

岐阜駅北口土地区画整理事業 ●

ＳＷＣ推進事業（自転車走行環境整備事業（若宮町線ほか3路線）） ●

ゆとり・やすらぎ道空間事業（徹明地区） ●

岐大跡地周辺道路整備事業（泉町西野町1丁目線ほか1路線） ●

岐阜市中心部地域都市再生総合整備事業（岐阜駅周辺地区整備事業） ●

街並み整備推進事業 ●

つかさのまち夢プロジェクト(岐阜大学医学部等跡地第1期施設整備事業） ●

ＳＷＣ推進事業（健康ステーション事業） ●

高島屋南地区公共施設整備事業 ●

（仮称）総合教育支援センター等整備事業 ●

中心市街地新築住宅取得助成事業 ●

中心市街地個人住宅取得資金利子補給事業 ●

まちなか賃貸住宅家賃助成事業 ●

中心市街地建替え促進事業 ●

大規模小売店舗立地法の特例措置 ●

商店街情報発信拠点整備事業 ●

空き店舗対策事業 ●

大型空き店舗入居活用事業 ●

「教育」、「医療・健康」分野での空き店舗活用事業 ●

公益機能創出支援事業 ●

道三まつり（イベントシリーズ“春”） ●

岐阜ど真ん中夏まつり（イベントシリーズ“夏”） ●

ぎふ信長まつり（イベントシリーズ“秋”） ●

フラッグアート展 ●

ア・ミューズ岐阜 ●

せんい祭 ●

日ノ出町商店街アーケード改築事業 ●

暴力追放推進事業 ●

買い物宅配サービス事業 ●

岐阜市中心商店街活性化コンソーシアム事業 ●

中心市街地活性化プロデュース事業 ●

ＪＲ岐阜駅周辺施設連携促進事業 ●

遊休不動産のリノベーション活用事業 ●

ウィークエンドビルヂングストアーズ ●

中心商業地再生に向けた調査・分析 ●

柳ケ瀬地区商店街活性化提案事業 ●

岐阜ファッション産業ブランド確立支援事業 ●

ファッション産業人材育成事業 ●

問屋街活性化アドバイザー派遣事業 ●

（仮称）メガ街コン ●

（仮称）メガ街コン－冬の陣－（イベントシリーズ“冬”） ●

サンデービルヂンクマーケット ●

信長楽市 ●

レンタサイクルポート整備事業 ●

ＳＷＣ推進事業（スマートウエルネスぎふ　健幸ウォーク) ●

さんぽ de 野外ライブ ●

柳ケ瀬にぎわい創出事業 ●

まちの魅力ＰＲ事業 ●

携帯電話（ＱＲコード）を活用したまちなか歩き支援事業 ●

岐阜市信長公４５０（よんごーまる）周年事業〈ぎふ信長楽市ブランド化事業〉 ●

BRT導入推進事業 ●

中心部コミュニティバス推進事業、循環路線推進事業 ●

長良川ツーデーウオーク ●

ぎふ市民健康まつり ●

元気・健康シンポジウム ●

健康づくりマップ活用事業 ●

スマートシティ岐阜推進事業 ●

次世代自動車普及促進事業 ●

路上喫煙禁止啓発事業 ●

柳ケ瀬プロデュース事業 ●

高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン ●

つかさのまち夢プロジェクト拠点的バス停整備事業 ●

イベント情報発信サイト「のぶすと！」事業 ●

事 業 名 称
該 当 事 項
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11．その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

［１］基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項 

個別事業等に関連した実践的・試行的な活動の内容・結果等 

(1) にぎわいの創出に関連した活動 

① 道路空間の有効活用社会実験（国土交通省）

平成 16 年 10 月、12 月に玉宮通りで、国土交

通省の支援による道路空間活用（オープンカフェ

等）の社会実験を行ったが、歩行者通行量は平

常時より 50％程度増加した。 

また、来街者に対するアンケート調査では、

“オープンカフェ”は 45.4％、“フリーマーケッ

ト”は 36.3％、“ワゴンセール”は 29.1％の人

が良かったと評価し、こうした取組みによる道

路空間の活用をもっと広げるほうが良いかとい

う問いには、80.6％の人が“もっと増えてほし

い”と答えた。 

この社会実験から、商店街のモール化とにぎ

わいの仕掛けづくりにより商店街の集客性が向

上することが実証され、その後、信長まつり時

等定期的に道路空間活用を実施している。 

玉宮通り商店街によるこうした継続的な取組

みが評価され、平成 18 年、中小企業庁により、

「がんばる商店街 77 選」の一つに選定された。 

今後、さらに 

まちの魅力に磨 

きをかけ、集客 

性を高めるとと 

もに、美しいま 

ちづくり景観を 

創出するため、 

無電柱化事業を 

実施することと 

し、基本計画に 

位置づける。 

【玉宮通りオープンカフェ等の社会実験における 

歩行者通行量の変化】

【「がんばる商店街 77選」の掲載内容】 

（出典：経済産業省中小企業庁「がんばる商店街 77選（平成 18年）」）

(注 1)実施年月：平成 16年 10 月 

(注 2)調査時間：10 時～17 時 

(注 3)実験内容：オープンカフェ、イベント、ワゴンセール、 

フリーマーケット 

資料：岐阜市「光と緑あふれる歩行者空間創出実験(平成 16 年)」

【オープンカフェ等による道路空間の活用を 

もっと広げる方がいいか】

80.6

3.1

12.9
3.10.2

もっと増えてほしい なくてもいい

どちらとも言えない 未回答

無効回答

資料：岐阜市「光と緑あふれる歩行者空間
創出実験（平成16年）」

（N=479件）

【社会実験で実施したイベントで良かったもの】 

45.4

36.3

29.1

16.9

0 10 20 30 40 50

オープンカフェ

フリーマーケット

ワゴンセール

その他催し、演出

（％）

　（注）社会実験で実施したイベントで良かったものをたずねたもの
（N=350件）

資料：岐阜市「光と緑あふれる歩行者空間創出実験（平成16年）」

曜日
歩行者
通行量

通行量
平均の
割合

歩行者
通行量

通行量
平均の
割合

9月18日 土 1,901 2,241
9月19日 日 2,260 2,618
計 4,161 4,859
平均 2,081 1.00 2,430 1.00
10月2日 土 4,083 3,895
10月3日 日 3,619 4,041
10月10日 日 2,811 3,017
10月16日 土 3,123 3,444
計 13,636 14,397
平均 3,409 1.64 3,599 1.48

（注1）実施年月 平成16年10月

実験前

実験中

調査ポイント１ 調査ポイント２

開催月日





2 期岐阜市中心市街地活性化基本計画 

平成２４年１０月 

［平成２４年 ６ 月２８日 認定］ 

［平成２５年 ３ 月２９日 変更］ 

［平成２５年 ７ 月２５日 変更］ 

［平成２５年１１月２９日 変更］ 

［平成２６年 ７ 月２９日 変更］ 

［平成２８年 ３ 月１５日 変更］ 

［平成２８年１１月２９日 変更］ 

［平成２９年 ３ 月２４日 変更］ 
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